
 

米子空港周辺地域活性化対策協議会議事録 

 

 平成２５年１２月１８日、米子空港周辺地域活性化対策協議会は、境港市役所第一

会議室にて開催された。 

 

１ 日   時  平成２５年１２月１８日（水） 午後１時３０分 

 

２ 場   所  境港市役所第一会議室 

 

３ 出 席 者  中浜地区自治連合会会長 永井 忠志  （本協議会会長） 

          誠道地区自治連合会会長 権田 淳一  （本協議会副会長） 

          財ノ木自治会会長 高木 敏行 

          幸神町自治会会長 井田 昭司 

          小篠津町自治会会長 坂本 六男 

          新屋町自治会会長 角  昇 

          麦垣自治会会長 秋田 松夫 

          竹内町自治会会長 濵岡 義泰 

          余子地区自治連合会会長（高松町自治会会長） 佐々木 積弘 

          美保町自治会会長 角 徹 

          境港市議会議員 松本 煕 

          境港市議会議員 南條 可代子 

          境港市議会議員 永井 章 

※欠席委員：渡地区自治連合会会長 角本 洋介 

        東森岡自治会会長     角  至 

 

４ 境 港 市  境港市建設部長 木下 泰之 

境港市建設部管理課長 灘 英樹 

境港市生涯学習課長 池田 明世 

境港市生涯学習課主事 高山 人志 

境港市建設部管理課課長補佐 渡辺 友則  

境港市建設部管理課主査兼港湾空港対策室長 安田 英之   

 

５ 鳥 取 県 

          鳥取県県土整備部空港港湾課空港担当係長 稲田 成生 

          鳥取県西部総合事務所計画調査課課長補佐 桑村 卓也 



（午後１時３０分開会） 

◎司会（港湾空港対策室長） 

それでは、定刻になりましたので、米子空港周辺地域活性化対策協議会を開会い 

たします。まず、本日の会議の定足数でございますが、委員総数１５名のうち、出席者

が１３名ですので、過半数に達しており、協議会会則第７条により、本会議は成立して

いることを御報告いたします。 

議事に入ります前に、事務局から改めて本日ご出席の委員の皆様を御紹介いたし

ます。お手元の資料８ページの委員名簿を御覧ください。 

 

（出席者紹介） 

 

 尚、渡地区自治連合会会長 角本 洋介様、東森岡自治会会長 角 至様につきま

しては、本日、御欠席となっております。 

ここで、開会に当たりまして、永井会長から御挨拶をお願いいたします。 

 

◎会長（永井委員） 

 本日は、委員各位には足元の悪い中、又お忙しい中お集まりいただきまして誠にあ

りがとうございます。米子空港の滑走路延長事業につきましては、地元の念願が叶い、

平成２１年１２月１７日に２５００ｍ滑走路が供用開始となりました。これにより、大型機の

就航や冬季の安定運航が可能となり、地域の観光や人の流れに大きく貢献していると

ころであります。滑走路延長に伴い１４ヵ年計画でスタートした「地域振興計画」も、いよ

いよ終盤となってまいりました。これまでに、道路整備や施設整備が行われ、周辺環境

の整備が大きく前進したところでありますが、未実施の事業につきましても、しっかりと

取り組んでいかなければならないと考えております。本日の協議会では、地域振興計

画の進捗状況について、市から説明を受けることとしております。地域振興計画がより

良きものとなりますよう、委員の皆様には、本日の協議会での活発な議論をお願いい

たします。それでは、スムーズな議事進行への御協力をお願いいたしまして、開会の

挨拶とさせていただきます。 

 

◎司会 

 続きまして、事務局の出席者を御紹介いたします。 

 

（境港市出席者紹介） 

 

 ここで、境港市を代表しまして、境港市木下建設部長が御挨拶をいたします。 

 



◎木下建設部長 

 皆様には年末のお忙しい中また寒い中、皆様お集まりいただき、ありがとうございま

す。この会は米子空港の２５００ｍ延長に伴い、空港周辺の活性化について協議する

会として平成９年に発足しております。これを具体化するために平成１３年から年次的

に事業を進めてまいっております。この間、皆様のご理解ご協力いただきまして順調に

事業は進捗しております。残っている事業につきましても、一生懸命に取り組んでまい

ります。米子空港は明後日から、スカイマークが神戸、茨城、成田の３路線が就航する

ことになりました。本市は「環日本海オアシス都市」を将来都市像に掲げ、まちづくりに

取り組んでいます。空に海に発展する状況を見ますと、環日本海オアシス都市に一歩

ずつ近づいてきていると感じます。引き続きこの圏域の海と空の玄関口として、その役

割を認識しながらまちづくりに取り組んでまいりますので、皆様のご協力よろしくお願い

します。 

 

◎司会 

それでは、本日の会議日程３の議事に入らせて頂きますが、本協議会会則第７条に

より、会長が議長となることとなっておりますので、以後の進行につきましては、永井会

長にお願いいたします。 

 

◎会長 

それでは、日程に従いまして議事を進めてまいります。まず、地域振興計画の進捗

状況について説明を受けたいと思います。説明の後、皆様から御質問、御意見を受け

たいと思いますので、御協力をお願いします。では、境港市から地域振興計画につい

て説明してください。 

 

（境港市から地域振興計画の進捗状況について説明） 

 

◎会長 

 ただ今の説明について、御質問・御意見等ありましたらお願いいたします。 

 

◎権田委員 

 誠道公民館のアンケート調査をしたということですが、どういった方法で、なされたで

しょうか。 

 

◎池田生涯学習課長 

  誠道公民館に用紙を設置して、利用者や来訪者にアンケートのご協力をいただい  

たところです。 



 

◎権田委員 

 この改修は、自治会からお願いしたところであると記憶しているが、そうしたことは自

治会には連絡をいただけないのですか。 

 

◎池田生涯学習課長 

 誠道公民館の改修におきましては、まず冷暖房の全館空調を個別空調にしていた

だきたいと自治会から要望がありましたので、それは今回の改修の中には含めさせて

いただいております。それ以外の施設における不具合等のご意見をアンケート調査の

中で募ったところです。 

 

◎灘管理課長 

 補足して、誠道公民館も渡公民館も同様な点があるのでご説明します。平成１３年か

ら振興計画で整備してきた内容は、権田副会長の言われたように、自治会からの要望

を受けてスタートした経緯があります。私は１３年間のうち８年間この部署にいますが、

公民館関係については途中、耐震という新たな項目が出てきました。公民館を所管す

る教育委員会では建物の老朽化による自主的な改修事業の検討にはいりました。誠

道公民館では当初増築という要望でスタートし、内装改修をというご意見を頂き、それ

に向かって進捗していましたが、耐震という項目が出てきました。耐震は義務なのでや

らないといけませんが、診断結果を待たないと皆様の要望が二度手間になることになり

ます。そうした耐震ということで遅れがでてきていたという実態があります。そこで、教育

委員会では耐震と施設の老朽化によるアンケートをさせていただいたとご理解ください。

アンケートの結果により直ちに設計に入るということではなく、何年も地区の皆さんと話

し合ってきた振興計画としての要望が第一となります。現在、耐震診断が終わり、今後

アンケートはアンケートとして頂戴しながら自治会さんと設計について、改めて詰めさ

せていただきたいと思いますのでご理解ください。 

 渡公民館は進捗が無いまま現在に至っています。細かい説明ができなかったわけで

すが、渡公民館さんの要望は増築ということで伺っておりますが、なかなか優先順位

等で遅くなったわけですが、耐震の結果を見ないと増築後、耐震をしないといけないと

なると二重投資になりますので耐震診断した後、整備にかかるということで現在に至っ

ています。なぜ、渡公民館が遅くなったかということですが、境公民館から順次進めて

いく中で渡公民館が一番遅くなっていたという現実があり、診断を受けないと前に進め

ない中で現在に至っており、平成２６年度に渡公民館の耐震診断をするということが決

まっております。その結果を見て、耐震が必要なら耐震も含めた整備の計画を立てさ

せていただきたい。並行して自治会さんや公民館さんと話し合っていきますが、１３年

前の増築の要望が現在に見合っているか、内装を直していただきたいというご意見も



あり、取りまとめを来年度から一緒なって取り組んでまいります。平成２６年度の最終年

に間に合わないという声を聞いておりますが、事業が完了しないと終了しないので、補

助金の問題もあり、鳥取県のご協力を要請する中、１・２年遅れをとりますが最後まで

事業に取り組んでまいりますので、ご理解をお願いします。 

 

◎会長 

 平成２６年を若干延びても、見守ってほしいということですか。 

 

◎灘管理課長 

 他の事業は平成２５年度で目途が付きますが、２つの公民館につきましては、内容の

詰めもまだできておりませんので、平成２６年を過ぎても、補助金の関係もあり、鳥取県

さんのご協力をお願いしております。県からも１・２年延びることがあっても協力するとの

前向きの発言をいただいており、最後、事業の完了まで進めたいと考えております。 

 

◎会長 

 当初、平成２６年度が終了予定であった、本日は鳥取県より２名の担当者にご出席

いただいていますが、この事業は県と市の共同の事業で、平成２６年を目標に取り組

んできた経緯があります。松本委員さんは渡公民館については、いかがですか。 

 

◎松本委員 

 本日は地域からの委員は欠席ですが、事務局の説明には理解するものの、現在、

災害の避難計画が練られており、公民館が集結所となる状況から、完了が延びること

には地域住民として不満はありますが、県との調整があることは理解します。県との調

整は具体的には何がありますか。 

 

◎灘管理課長 

 この事業は、国の補助金で賄えない部分を鳥取県と市が２分の１ずつ負担ということ

で、県のご協力が無いと財源面で厳しい状況の中、県としても事業を早期完了してほ

しいこともある中、残り２つの事業の完了まではお願いしています。地元の方からも、い

ち早く整備をと、お聞きしているので、松本委員と同様に、１日も早い完了を目指して

おり、２６年度には最初に耐震診断をし、２７年度を待たずに設計に向けての議論をさ

せていただくようにします。今後も教育委員会だけでなく建設部も協力して進めていき

ます。 

 

◎松本委員 

 住民の安心安全がもっとも急ぐべき課題です。地域の方にも事業が無になるのでな



く、早い事業完了を目指していくことを伝えますので、事業を急いでほしい。地域の総

意であるのでよろしくお願いする。 

 

◎会長 

 他にご意見はありませんか。 

 

◎井田委員 

 確認ですが、中浜地区の防災無線事業については終わったということでよいのか。 

 

◎灘管理課長 

 平成１３年以降の防災無線の整備計画の中で、自治防災課で一括して防災無線の

整備を行いました。当時、市内の聞こえにくい地区を調査し整備したが、その後、市が

行う各種説明会の中でも、聞こえないという声や共鳴して聞き取れないなどの苦情が

あり、現在も担当課で、防災ラジオの貸出などの各種の対策を行っています。 

 この会において地元要望された防災無線整備事業として必要な事業は完了しており

ます。ただ、振興計画の事業は終わりましたが、聞こえないことについて完全に答えら

れていない部分もあり、課題は残ってますので、自治防災課において、二次的な対応

として、無線機の貸出し等を行っております。 

 

◎井田委員 

 この件については終わったということですね。 

 

◎木下建設部長 

 この計画については事業は終わっています。その後も市長と語る会等で、防災無線

の問題は出ており、担当課の方で聞こえにくい場所の状況を把握し、対応できるところ

は対応しておりますが、この事業としては一旦整備は終わっているということです。 

 

◎井田委員 

 わかりました。 

 

◎濵岡委員 

  ラジオを貸し出すということですが、竹内会館あたりで聞こえにくいところがある。市

役所に確認したところ、スピーカーの増設は容量もあり難しいとのことでありますが、貸

出用のラジオの数は十分ありますか。 

 

 



◎灘管理課長 

 自治防災課の方で取り扱っていますので、後ほど数量を確認し、お知らせします。 

 

◎濵岡委員 

 お願いします。 

 

◎会長 

 防災無線に関しては、財ノ木町だけは実施済みのグレー色、他の地区が事業中止

のピンク色で表現されている点が混乱を招く表現なので、分かりにくいので説明してほ

しい。 

 

◎安田港湾空港対策室長 

 防災無線事業に関しては、当時、小篠津町さんだけは、聞こえにくいので室内スピ

ーカーを取り付けてほしいとの要望でした。室内スピーカーは、各世帯の負担が３０００

円程度かかるということでしたが、町内会で確認された上、自己負担があっても各世帯

の室内への取り付けを要望され、平成１６年度に実施されております。 

 この時、財ノ木町をはじめ小篠津町以外の町内会は、聞こえにくい場所に新たな屋

外スピーカー施設を設置してほしいという要望でしたので、財ノ木町も含め、他の町内

に数ヶ所ずつ独立柱によるスピーカー施設を増設整備したところであります。防災無

線の事業については、資料の記載が財ノ木町だけ完了し、他の地区は財ノ木に統合

して中止という表現にしましたが、実態は平成１６年度に全地区の防災無線の整備に

関する事業が終了しております。表示の仕方で少し誤解があったと思います。 

 

◎会長 

 防災無線は財ノ木町が空港に近いので、財ノ木町だけ実施し、財ノ木以外はこのま

までいいということではないのですか。 

 

◎灘管理課長 

 財ノ木町だけすればよいということではなく、財ノ木町にまとめて、他の町内会分も同

時に整備を行っておりますので、資料は完了の色で表示にすべきで誤解を生じました

が、事業は全て完了しておりますのでご了解ください。 

 

◎角委員 

 振興計画における新屋町の外浜線の舗装改修が中止になったことは知っているが、

その後１０年以上たっており、道路の傷みが激しくなってきたので要望書を出しており、

今年度は設計に入ると伺っておりましたが、来年度の予定はどうなっていますか。 



 

◎灘管理課長 

 外浜線は十数年前の要望当時は、舗装は良い状態でした。その後、かなり傷みが出

ており、来年度に高松町角酒店から新屋町と小篠津町の境までの間を実施する予定

で、予算要求をしております。 

 

◎会長 

 そのほかに質問も無いようですが、事務局からその他で何かありますか。 

 

◎安田港湾空港対策室長 

 特にございません。 

 

◎会長 

 最後に私から、本日は鳥取県から、稲田係長と桑村課長補佐のお二方がおいでで

すので、先程から市の説明を聞かれたように、市の方も頑張って事業を最後まで完了

したいとのことですので、県の方も協力していただきますようお願いいたしまして、本日

の活性化協議会を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

 

（午後２時３０分閉会） 


